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研究成果の概要（和文）：インターネットの急速な発展は英語教育システム作りに大きなインパクトを与えてき
た.ユビキタス環境下でモバイル機器を用いたデジタル教材がいかに学習効果や学習動機の向上に役立つかを授
業実験において検証した.反転授業を取り入れた経済学部3年生27名の演習においては、プレゼンテーションと討
論中心の授業を行い,モバイルを利用した語彙学習も教材に併用していたために,OPIcの試験で20％向上し, 4月
のPre-TOEICの平均 623点(N=27)から翌年1月のPost-TOEICで784点(N=27)まで伸びた. Active learningと反転授
業が学習者の動機づけに影響を及ぼし英語力も向上した.

研究成果の概要（英文）：The advancement of Internet technology has made a tremendous impact on 
education. The present research indicated that within a ubiquitous environment, mobile learning and 
digital text played an important role in improving the efficacy of English education and student 
motivation. Flipped learning for 27 3rd-year students majoring in economics focused on the practice 
of presentations and interactions in the classroom. Meanwhile, outside of class the students 
diligently prepared for their assigned tasks using mobile technologies. Results showed that through 
exposure to the mobile learning materials with Quizlet, the students experienced a nearly 20% 
improvement in their OPIC speaking test scores in oral proficiency. Students also exhibited great 
progress in improving their mean TOEIC score from 623 to 784. Overall, the active and flipped 
learning activities contributed as important factors in the improvement of English proficiency and 
autonomous learning.

研究分野：言語情報科学, 英語教育, 応用言語学, CALL
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１．研究開始当初の背景 
インターネットの急速な発展は, クラウ

ド環境のもとで情報の多量化,自由で多様

なコミュニケーションの形態を生み出し,

自己啓発できる英語教育システム作りに大

きなインパクトを与えている. 携帯端末と

LMS(Learning Management System)を統合的

にシームレスに利用した外国語教育の時代,

すなわちユビキタス環境下での英語学習が

可能になった.前回の科研の研究でも,授業

実験を通して有効性を実証してきた. しか

しブレンド型・反転英語授業は英語力のあ

る自律学習者には効果があるが, 学習意欲

のない英語力の低い学生にとってはまだ効

果の検証がなされていない. 特に学力と学

習スタイルの観点から, デジタル教材を利

用したブレンド型・反転授業が有効なのか

どうか,詳細にその要因を探る必要がある. 

ブレンド型・反転学習は対面授業との融

合を目指すタイプで,講義の予習・復習など,

従来のキャンパスにおける教育に利用しよ

うという試みが多くの大学で展開され始め

たばかりである.ブレンド型・反転授業は,

対面指導によるサポートにより,モチベー

ションの維持や理解度向上に役立っている.

従来の教育では,体系化された知識を伝授

することを目指す知識伝授型の教育が多く

見られた.しかしインターネットや携帯端

末などによるコミュニケーションやコラボ

レーションを採り入れた新たな教育手法の

確立を目指す目的で,教育プロセスの設計

（インストラクショナル・デザイン）にお

いて認知モデルや学習モデルの研究成果を

採り入れようという試みがある. 

携帯端末等を利用したブレンド型・反転

英語学習においては,以上のようなモデル

を利用した「学習の動機づけ」が重要であ

る.「道具の特性をうまく生かせる教師は通

常の教室でも良い授業ができる」と言われ

ている.特に英語学習の「内的動機づけ」を

促すには,「学習者がお互いから学ぶ協調学

習(collaborative learning)」を重視し,学

習者各自が持っている能力を最大に引き出

すことが重要である. 

ICT の発達により,CALL の機能が拡大

し,インターネットを介して電子メール,

テレビ会議,チャットなども出来るように

なった.100％の学生が携帯端末を所有し,

いつでも,どこででも,あらゆる場面で,英

語学習にユビキタス時代におけるインタ

ーネットの新兵器である携帯端末が利用

され,ブレンド型・反転授業が重要視され

ている. 
２．研究の目的 
英語教育においてモバイル機器を用いたデ

ジタル教材がいかに学習効果や学習動機の向

上に役立つかを検証する.それらを反転授業

に取り入れ,効果を最大化するために必要な

教材と方法論を提示することが本研究の目的

である.先ずモバイル機器用デジタル教材を

用いた反転授業と紙の教科書を用いた授業の

比較を行うことで,どんな学力,学習スタイル

を持った学生が英語学習に効果をあげること

ができるのか検証を行う.その結果に基づき,

学習者の学力に応じたデジタル教材とタスク

を開発し, それらの教材を授業で実際に利用

し状況を検証することによってブレンド型・

反転授業実践のための具体的な英語授業モデ

ルとガイドラインを作成する予定である. 
３．研究の方法 
全体の流れ： 

従来の研究の問題点の指摘→反転授業の課題
の検証と分析→プロトタイプ教材の開発と実
践→教材の修正→効果的な反転授業実践のガ
イドラインの構築 

 
(1) ブレンド型・反転授業のクラスと教科

書を利用した通常の授業の比較をする. 

(2) 携帯機器を利用したデジタル教材の教

育的ツールとしての問題点を探る. 

(3) ブレンド型・反転英語授業の教育効果

の検証をする. 



(4) 学力と学習スタイルの観点からのブレ

ンド型・反転授業の成功の要因を探る. 

(5) 学習者のブレンド型・反転授業におけ

る動機づけの要因を探る. 

 

英語デジタル教材（Lecture Ready ）と

Lecture Ready の紙の教科書（統制群）を利

用して比較授業実験を行う.特に事前・事後

(TOEIC)テストやアンケートを実施して, 

Action research を行う.継続的にビデオで

授業を撮影して観察し,インタビューを時折

行い,学習者から英語学習活動の聞き取り調

査を行い,学習意欲向上に関する調査も行う.

前年度に行うアンケートや Action research 

をもとに,ブレンド型・反転授業の成功・失

敗の要因を探る.携帯端末を利用したシーム

レスな環境の中で授業実験を行う.前年度に

行った授業実験の弱点を絞り出して,英語教

育システムに対する学習者の知識不足と知

識獲得支援の観点から,再度ブレンド型・反

転授業の教育効果を検証する. 

 研究目的(1)～(5)に関してデジタル教材

と紙の教科書の比較授業実験を行う.約 80名

前後の大学生を対象に,学習形態,ストラテ

ジー,学習の動機付け等,Action Research を

授業観察も含めて行う.授業実験の事前・事

後に TOEIC 試験を実施して,英語力の伸びを

測定する. Lecture Ready I(Oxford 出版)の

教科書を利用した統制群と携帯端末・PC で

Lecture Ready デジタル教材を利用したブレ

ンド型・反授業（実験群）の比較を行い学習

の動機付けに関して,授業観察とインタビュ

ーを行い,ブレンド型・反転授業とそうでな

いクラスの成功・失敗の要因を探る.  

また自主的に学習を進めるには,自らの目

標に対する各ツール・教材の有効性を正確に

予測することが重要である.このために学習

環境として利用するシステム・機能に対する

知識体系（メンタルモデル）と学習ツール・

教材の利点・制約・相互関係に関する知識の

調査を行う. 

 
４．研究成果 

平成27年度は反転授業に関する２つの授業

実験を実施した.第一は,1年生のWriting and 

Communication の2クラスの比較授業実験で 

ある.Lecture Ready II の教科書を使用して, 

実験群は,デジタル教科書と反転授業を実施,

統制群は紙の教科書で通常の授業を実施し

た.1年生を対象にした比較授業実験では,反

転授業群が139点の上昇,統制群が86点の上昇

と,反転授業群のTOEICの伸びが高かった.し

かし,平成27年度の比較授業実験では,反転授

業群はTOEIC の得点が4月と7月を比較して5

点下がり,統制群の方は,約40点の向上が見ら

れた.反転授業群はデジタル教科書を使用し

ため,使用に慣れていなかったこと,教材の内

容が難しく,予習の段階でビデオを見ても授

業が理解できずに,学習に対する動機付けが

下がった.第二は,3年生の演習クラス（24名）

の通年の授業では全員がiPadを使用して,デ

ジタル教材(Lecture Ready III)を学び,プレ

ゼンテーションと討論中心の授業を行い,モ

バイルを利用した語彙学習を教材に併用して

いたために,OPIcの試験で20％の向上,TOEIC 

(639-727)で88点の向上,CASEC (626-721)で

95点の得点が向上した.自律学習におけるア

ンケートを反転授業群と統制群の間で行った

が,両群に優位差はなかったことが判明した.

演習クラスのように,ある程度の英語力があ

り,デジタル教材でも学習者にあったものを

提供し,適切な使用方法を指導すれば,反転授

業を行うことによりそれなりの効果があるこ



とが判明した.アンケート調査によれば,３年

生の演習クラスでは,ほとんどの学生が反転

授業の方が英語力もが向上し,授業も活性化

すると回答している.１年生の比較授業実験

に関しては,学習者のレベルに合わせた教材

使用,かなり負担のかかる過度な課題を出さ

ない等,学習者の自律性を考慮し指導する必

要がある. 

 平成28年度は,インターネットや携帯端末

などによるコミュニケーションやコラボレー

ションを採り入れた教育手法の確立を目指す

目的で,認知モデルや学習モデルの研究成果

を採り入れた,授業実験を行った.演習の授業

では,人間の世界観は体系的に伝授されるも

のではなく,自分の外部からの様々な刺激や

経験を通じて,世界観や理解を体系化し,再構

築したりしていると言う,社会構成主義の概

念を取り入れ,オンライン教材も利用しなが

ら世界観教育を行った. 1年生のWriting and 

Communication の2クラスの授業では,教材と

連携した語彙学習用のQuizletやATR CALL 

Brix の英語教育用ソフトを利用した反転授

業と通常授業の教育効果を比較した.4月に

Pre-TOEIC test ならびに1月にPost-TOEIC 

テストを実施し伸びを測定した.非反転授業

群(n=26)が523点から584点と61点の伸びに対

して,反転授業群(n=26)の得点が537点から

717点と約3倍の180点の伸びを示した.反転授

業群はinteractionやpresentation を中心に

授業を行った.3年生の演習(n=27)の授業に関

しては, OPIcの試験で約20％向上し, TOEIC

が623点（4月Pre-test））から784点(翌年1

月Post-test)と161点の伸びがあった.これ

は,ATR CALL Brix のモバイル学習用ソフトを

最低50時間以上学習する事を義務付けて,ク

ラスではiPad を積極的に活用した英語によ

るActive learning を行った結果である.オ

ンライン用世界観教育教材を学習してから 

Campus Crusade for Christ の学生達8名をク

ラスに招聘して,世界観の違いを徹底的に討

論させた.その結果,アンケート調査か

ら,80％以上の学生の世界観に変化が生じた

事が判明した.21世紀型の英語教育・世界観教

育のモデルの構築をした. 

平成29年度は,2017年度はICTと携帯電話等

を利用して３クラスで授業実験を行った. 

MOOCs（Asuka Academy）,Facebook, Line等を

利用したオンライン学習を反転授業で行った

結果,TOEICの平均点が4月Pre-test 573点 

(N=69, SD:135 ) から翌年1月Post-test が

752点(N=69, SD:95)と伸びた.MOOCs(Asuka 

Academy)の利用に関しては,86名の学生にア

ンケートを実施した結果,① 面白く英語力を

向上させるのに役立った(76%),②自分の知を

拡張するのに役立った(87%),③英文要約を行

った事が英語力の向上に役立った(85%)と回

答した.演習ゼミではFacebookに世界観動画

教材に関する英語の講義をアップして反転授

業をした結果学習を促進し内容を理解する手

助けとなった.自律学習者アンケートを授業

前（４月）と授業後（翌年１月）に実施した.A

クラス23人,Bクラス25人,Cクラス22人,70名

を分析対象とした.主として動機づけ要因に

焦点をあて,6種類の動機づけ（関係志向動機,

自尊志向動機,報酬志向動機,充実志向動機,

訓練志向動機,実用志向動機）ごとにどのよう

な変化があったかをクラス毎と全体で分析し

た.動機づけは「何を志向して学ぶか」によっ

て関係志向動機,自尊志向動機,報酬志向動機,

充実志向動機,訓練志向動機,実用志向動機に

分けられる.それらを５件法質問紙で測定し

分析した.その結果,動機の伸びは

(+.23 ),A(+.20),C(+.06 )の順で最も伸びた

動機は訓練志向動機（B:0.41,A:0.32,C:0.19）

であった.分析から考察されることは短期で

の上昇が極めて稀と思われる動機において,5

件法での数値が上昇したことからも,「協働中

心のアクティブ・ラーニングや反転授業」が

学習者の動機づけに及ぼした影響が大きかっ

たことが判明した. 
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